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今日は関東大震災から100年
•1923年9月1日 相模湾北西部を震源 M7.9 

物価で比
較すると
約３兆円



•今回発見されたのは映画
フィルム

•地震の映像としては日本
最古となる

•伊東付近の映像



今回見つかった35mmフィルム





新型コロナの終息はいつ？



全国 東京



新たな変異株の登場
•WHOは「監視下の変異株」に分類

•ｱﾒﾘｶ疾病対策ｾﾝﾀｰもこの変異株を注目

•その変異株は BA.2.28

•今まで主流だったXBB系の変異株とは違ったもの

•ｵﾐｸﾛﾝBA2の変異株で変異の規模がかなり多い

•現在欧米で確認 重症化度は低いが感染力は高い

•現状のXBB系のﾜｸﾁﾝの効力が低くなる可能性大

•これから寒冷期に入るので感染拡大が懸念される



中小企業ピンチ •ｺﾛﾅ蔓延に伴う中小企業
の業務悪化救済のために
ｾﾞﾛｾﾞﾛ融資を行う

•融資額はﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ以上

•５類に分類され客足も戻っ
てくるがまだ十分ではない

•この返済が始まる

•負債を抱えて返済できない
ところが多い

•結果的には倒産することに



結果的には国民に跳ね返る
•ｾﾞﾛｾﾞﾛ融資は自
治体が補給
•借手が返済に
借り換え
•返済できないと
信用保証会社
が肩代わり
•不足すると政府
が支援
•税金を投入



福島原発処理水問題



•津波事故で発生した
原発に流れ込んだ地
下水の処理水
•取り切れないﾄﾘﾁｳﾑ
•溜まるばかりの処理水
• IAEAの調査で安全性
を確認
•8月24日から放出開始
•終了まで約30年
•1日に発生する汚染水
は94〜150トン



処理水問題 割れる賛否





なぜ中国は反対するのか
•日本はALPSにある処理水にはトリチウム以外何も
ないと言っている

•日本政府も世界各国にそう説明している

•しかし、実際はどうなのかをしっかり説明していない

•2018年に他の長寿命の放射性物質があると共同通
信が報じている＞基準値超えが約６割と東電も確認

•その後ALPSで再処理をすればその他は除去可能

•その結果を公表していない



•2022年 FoE
JAPAN とい
うNGOが公
表した資料

•特にｾｼｳﾑと
ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑが
問題

•ALPSで再処
理していると
説明



多くの人や国などが納得するためには
•国や東京電力が調べた結果を公表するだけでは不
十分である
•第三者機関がしっかり調査して公表していくこと
• IAEAは政府が示したことについては確認
•しかし、IAEAは今後も福島に駐在して監視を続ける
ことを付け加えている
•＞日本政府ではなくその他の人たちに安全性を納
得してもらうために
•＞海洋放出で被害を出さないため



政府に欠けているものは何か
•漁業関係者との話合いで関係者の理解を得たと発言

•漁業関係者は理解した部分もあるとしただけ

•ｱﾒﾘｶのｽﾘｰﾏｲﾙｽﾞ島の事故で処理水を川に排出

• 住民が反対しその後10年間約80回の会合

• 結果的には蒸発させて大気に放出することにした

•政府や東京電力からの報告や協力要請ではダメ

•風評被害等の補助金を用意することは違う

•そこで生活する人の仕事をどう思っているのか



ﾄﾘﾁｳﾑ除去の方法もあるのに
•2018年に近畿大学が
実験成功

•5㎚のｱﾙﾐ製ﾌｨﾙﾀｰで
100%除去できた

•実験室段階の研究に
は補助金無理（政府）

•興味示さず（東電）

•他にも新技術開発に
意欲を持つ所もある



この問題を解決するために
•日本政府の解決に向けた真摯な対応が必要

•中国の日本の水産物輸入禁止措置 ＞WTOに提訴

•中国も日本への抗議電話・授業で批判する

•政治問題として対抗していくのは良い方法ではない

•海外も含め多くの組織が監視して安全を確認する等

•日本がこれだけ安全に留意している

•皆が納得する方法をしっかり行う必要があるのでは



地球沸騰化の時代が始まる



グテーレス事務総長 地球沸騰化を示唆



バタガイカ クレーター
ロシア

サハ共和国
直径１Km程度のクレーター



バタガイカ クレーターを上空から見る



バタガイカ
クレーター
内で永久凍
土層を見る



バタガイカ クレーター
•ロシア サハ共和国のタイガ地帯に出現したｸﾚｰﾀｰ

•ヤクーツクの北東660Kmの所にある

•直径１Km 深さ100ｍ

•周辺の森林伐採と地球温暖化が原因

•1960年代から出現している

•年の10ｍほどのスピードで拡大している

•一度溶け始めると止めることは非常に難しい

•危険性大 ＞ 地球温暖化ガスの放出 未知のウイルス出現等



暑い夏はいつまで



暑かった７月
•過去120年間で最
も暑かった

•平均気温25.96℃

•１日から31日の一
日の最高と最低の
平均値を出しそれ
を平均した数値

•ゆっくり右肩上がり



•最高気温が３５℃以上
の日を猛暑日、３０℃以
上の日を真夏日、２５℃
以上の日を夏日

•猛暑日という名称は
2007年から使用開始

•日本で気象観測が始
まったのは1875年

•1883年から天気図を作
成開始



気温上昇がはっきりわかる

明治時代平均気温が23℃以下がほとんど
2000年以降平均気温が23℃以上になる（冷夏もあるが）





•２年前と比べても高温になっている

1991～2020年の８月平均海水面温度



•今年の夏は軒
並み猛暑日が
増加している

•日本周辺の海
水温が高くなっ
ている

•世界も同様

•将来的には沖
縄が避暑地にな
るかも



太平洋高気圧

シベリア高気圧



マウイ島の山火事



マウイ島で山火事
Google Map で表示される



3055ｍ

今回大きな被
害を出した街



ライハナという街
•19世紀の初めにハワイ王国の首都だった

• カメハメハ３世がホノルルから移す

•捕鯨基地としても有名

•現在はビーチリゾートの玄関口

•伝統的な木造家屋がたくさんあった

•人口は1.2万人ほど

•年間降水量は330mm程度

•雨季は10月～２月
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８月26日 カアナパリ
近辺で山火事発生



マウイ島の火災
•アメリカ史上最大の被害を出す山火事であった

•乾燥した大地と乾いた強風（フェーン現象）による

•原因は不明だが 老朽化した電線が切れたか

•耕作放棄地の枯草に燃え移る

•アフリカから移入した牧草が繁茂している





マウイ島の火災
•アメリカ史上最大の被害を出す山火事であった

•乾燥した大地と乾いた強風（フェーン現象）による

•原因は不明だが 老朽化した電線が切れたか

•耕作放棄地の枯草に燃え移る

•アフリカから移入した牧草が繁茂している

•フラッシュ旱魃が起こった

• 短期間に旱魃が進行する状態のこと

•島内の火災通報を伝える装置が作動しなかった



行方不明者の確認が難しい
•8月24日 氏名公表した行方
不明者の3割無事
•しかし被害地域の99%の捜
査が終了
•火災が高温だったため灰に
なってしまった遺体も多いと
考えられる
•同時多発ﾃﾛの
被害者も作業は
継続中



現在のマウイは？
•まだﾗﾊｲﾅ中心に立ち入り禁止区域が残っている

•被災者はホテルなどに避難している

•被災者住宅などの建設や町の復旧はまだ先

•火災の原因と思われる送電線の事故に関して訴訟
が起きている

•アメリカ政府は送電網対策で9500万ﾄﾞﾙ拠出決定

•ﾏｳｲｽﾄﾛﾝｸﾞ基金を作って世界から募金を集める

•観光客も西側以外は受け入れるとしている



プリゴジン氏は事故死なのか？



プリゴジン氏事故死
•8月23日 ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸに向
かったﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｼﾞｪｯﾄが墜落

•搭乗していた10人が死亡

•その中にﾌﾟﾘｺﾞｼﾞﾝ氏 ｳﾄｷﾝ氏





プーチン大統領が哀悼の意を示す



プリゴジンの死亡確認



プリゴジンの乱から２か月
•6月23日 プリゴジンはショイグ国防大臣らの解任を
求めてモスクワに向かって軍を進める

•モスクワの手前で反転 反乱は収まる

•プーチン大統領は直接プリゴジンを責めず

•ワグネルの一部はベラルーシに

•プリゴジンの消息は不明のまま

•8月21日 プリゴジンはアフリカから動画配信

•その後モスクワに戻り23日ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸに向かう



今回の事故死については疑問も
•墜落する航空機の映像がいくつもあった

•一時はミサイルで撃ち落とされたとの報道も

•ミサイルであれば発射の痕跡が残るはず

•機体に何らなの不都合があったとしか考えられず

•第一報をタス通信が出す その後ﾛｼｱ非常事態省が
追認 航空当局が搭乗者名簿発表し死亡を確認

•翌日にはプーチン大統領が哀悼の意を表明

•あまりにも手順が良すぎる



ﾌﾟﾘｺﾞｼﾞﾝ氏は粛清されたのか？
•現在のロシアは政府のｺﾝﾄﾛｰﾙが効かないものはすべて
排除している
•8月19日 ﾌﾟｰﾁﾝ大統領がﾛｽﾄﾌﾅﾄﾞﾇｰの特別軍事作戦本
部を訪問
•この行動がワグネルの解体を完了したと示すものか
•ﾌﾟﾘｺﾞｼﾞﾝが作った組織やﾈｯﾄﾜｰｸの後継者を手配できた
のではないか
•プリゴジンの必要性がなくなった
•プリゴジンは毒殺などには気を配っていただろうが航空
機事故までは想定していなかったのでは

＞ﾌﾟﾘｺﾞｼﾞﾝが最初に占領した所



笹川平和財団作成



ワグネルとアフリカ諸国の関係
•ワグネルは治安維持や各種軍事活動を担当

• ロシア軍が表立って行動できない

•アフリカ諸国は財政難 ＞金やﾀﾞｲﾔの利権を渡す

•ﾛｼｱ 金保有量 2323ｔ（６位） この10年で2.4倍

•現在は軍事よりﾈｯﾄﾜｰｸや輸送の能力が重要

•ﾏﾈｰﾛﾝﾀﾞﾘﾝｸﾞも担当しているといわれている

•8月21日 ﾌﾟﾘｺﾞｼﾞﾝがｱﾌﾘｶで声明を発信

•当面ワグネルが対ｱﾌﾘｶ活動を継続するだろう



もっとも問題なのは
•プリゴジンがいなくなって彼が作った組織がうまく運
営できるのだろうか

•アフリカでの利権をしっかり掌握できるのか

•これはロシアにとっても資金源なので大切

•他の私兵組織が台頭してくるのではないか

•最も危険な問題は、プリゴジンを失ったワグネルが
今後どう動くか

•第二第三の反乱につながらないか
国内の混乱
ロシアの解体
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